
吉田四郎兵衛家文書概要

2:文書群名 吉田四郎兵衛家文書

3:出所 吉田四郎兵衛家

5:地名 摂津国川辺郡中食満村／兵庫県川辺郡中食満村／川辺郡園田村中食満／
尼崎市中食満／尼崎市食満5丁目ほか

6:行政区分 (1)村の大部：幕府領／旗本大橋氏(親重系)知行所／兵庫県第12区／下
食満組戸長役場／園田村／尼崎市(2)小部：幕府領／大坂城代領・京都
所司代領・幕府領／（以後は(1)に同じ）

4:家業・役職等 中食満村（旗本大橋氏知行所）庄屋・年寄

7:歴史 藻川の西岸に位置する中食満村は、近世初期は幕府領、1665年（寛文
5）以降は大部分が旗本大橋氏（親重系）知行所となった。水利は内井
組と三ツ又井組に属した。

8:伝来 本文書群は吉田四郎兵衛家に伝来してきたが、絶家により同家縁者か
ら山下忠治氏へ譲られた。平成8年、史料館が忠治氏から同文書を引き
継いだ山下幸子氏より史料を借用し、整理と目録作成を完了。20年3月
に幸子氏より史料館へ寄贈された。

10:点数 29点（目録件数21件）

11:年代 慶安元年（1648）～明治43年（1910）

12:構造と内容 中食満村吉田四郎兵衛家旧蔵の文書群。慶安元年（1648）の摂津国郡
県村石高帳（天明4年写し）をはじめ、近世初・中期の中食満村の土地
台帳・村明細帳（寛文6年（1666）中食満村名寄帳、延享2年（1745）村
鑑明細帳）、近世後期の三ツ又井組の入用割り・争論に関する文書、明
治期の金融証文などがある。

13:関連史料 -

1:文書群番号 096103

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 山下幸子氏

15:作成者 松迫寿代

尼崎市立地域研究史料館


